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【背背景景おおよよびび目目的的】 イネ の核ゲノムには コピーの 小サブユ
ニット（ ）遺伝子 が存在する。 遺伝子は葉身で発現
し、窒素レベルの増加に応答して発現量が上昇する。 遺伝子の ’上流領域に
は乾燥応答エレメント（ 因子）が存在し、転写因子である乾燥応答エレメント結合タ
ンパク質（ ）が結合する。 転写因子のうち、 遺伝子は窒素レベル
に応答して発現量が変化する。本研究では、 遺伝子をノックアウトしたゲノ
ム編集体を作出し、 遺伝子の発現を解析したところ、窒素環境に応じて

が 遺伝子の発現とバイオマスを制御していることが明らかとなった
ので報告する。
【材材料料おおよよびび方方法法】 イネ品種日本晴より により ノックアウト
系統を作成し、実験に用いた。
【結結果果おおよよびび考考察察】ゲノム編集体 は、 遺伝子の翻訳開
始点より の位置に がホモに挿入された のノックアウト変異体であっ
た。ゲノム編集体 は、 遺伝子の翻訳開始点より
の位置に がホモに挿入された のノックアウト変異体であった。これらのノ
ックアウト変異体を窒素源を含まない水耕液で栽培し、 遺伝子の発現量を野生型
イネと比較した。 系統のノックアウト変異体の ２および ４遺伝子の発
現量は、いずれも野生型と比較して増加していた。このことは、低窒素条件下において

は ２および ４遺伝子の発現を抑制していることを示してい
る。さらに、 系統のノックアウト変異体は野生型と比較して葉面積が増加しており、生
体重も増加していた。一方、 ３を含む水耕液で 系統のノックアウト変異
体を栽培したところ、野生型と比較して ２および ４遺伝子の発現量が減
少していた。このことは、窒素源が十分に存在に存在する条件下において は

２および ４遺伝子の発現を促進していることを示している。
以上の結果より、窒素レベルが低下すると は ２および ４

遺伝子に対して発現促進型から発現抑制型へ機能変化すること、 遺伝子をノ
ックアウトしたイネでは低窒素条件下における 遺伝子の発現量が増加するとと
もに葉面積が増加することによりバイオマスが高まることが明らかとなった。
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